
平成２５年７月２９日

国土交通省 首都国道事務所

東日本高速道路（株） 千葉工事事務所
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外 環 一 般 部 説 明 会
須和田・菅野地区



１．事業の経緯
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２．設計の方針
①地域分断対策の方針
歩行者については、昇り降りの負荷を考慮し、横断歩道
（平面）の設置を原則とするが、隣りあう交差点の間隔が
広いところには歩道橋（立体）を設置する。

【学区、通学路について】
・学区、通学路については極力変更しない。
・児童らの安全確保のため、通学路には歩道橋を設置する。

車両については、沿線地域の交通の利便性を確保するため、
副道から国道２９８号本線を利用し、交差点等で外環の横断
ができるようにする。
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②歩行者及び自転車通行空間の確保に関する方針

歩道と自転車道を分離して設置する。
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【自転車道の整備事例】

歩道 自転車道

車道

交差点部の自転車道は、停止線より
約３０ｍ手前から本線車道側に接続し、
自転車は、車両と併せて横断

双方向
通行とする
（幅員２ｍ）

（イメージ） ２ｍ以上を確保する

車道側に設置する
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③道路付属施設の設置の方針

沿道の良好な生活環境及び安全な道路空間を確保するため、遮音壁などの道路付属
施設を設置する。
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完成イメージ

歩道橋１３

自転車道

国道２９８号

高速自動車国道

歩道

副道



３．今後の予定
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《図面の閲覧・意見の集約》
外環相談所において、説明者による計画の説明
を行います。
８月６日（火）～８月９日（金）１０：００～１６：００

また、計画図を以下の期間で掲示します。
８月６日（火）～９月３０日（月）

《設計に関する問合せ先》
首都国道事務所 調査設計課
ＴＥＬ：０４７－３６２－４１１５

東日本高速道路（株） 千葉工事事務所
工務課
ＴＥＬ：０４３－３５０－３３４３

図面の閲覧

意見の集約

工 事
（一 般 部）

【H25.9.30まで】

【H26春予定】

計画の公表

外環一般部説明会
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●住 所 市川市菅野3-23-2

●

●住 所 市川市大和田1-13-3

●
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